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電
友
会
の
皆
様

へ
愛
媛
電
気
通
信
部
長

守
　
家

　

一
　

夫

電
友
会
の
皆
様
、

風
薫
る
美
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
が
毎

日
お
元
気
で
お
過
し

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

若
草
ビ
ル
か
ら
眺
め

る
城
山
の
青
葉
が
鮮

や
か
な
色
彩
を
て
い
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の

一
月
愛
媛
通
信
部
長
を
命
ぜ
ら
れ
着
任
し
た

の
が

つ
い
昨
日
の
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
着

任
早
々
電
友
会
四
国
連
合
会
会
長
の
泉
さ
ん
に
ロ
ー

タ
リ
ク
ラ
ブ
人
会
の
紹
介
の
労
を
と

っ
て
い
た
だ
き
、

毎
週
ク
ラ
ブ
の
会
合
で
お
話
す
る
機
会
を
も

っ
て
お

り
ま
す
。
話
題
は
し
ば
し
ば
公
社
を
退
職
さ
れ
て
か

ら
地
域
社
会
の
世
話
役
と
し
て
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い

る
電
友
会
の
皆
さ
ま
の
こ
と
に
お
よ
び
ま
す
。
原
稿

依
頼
を
機
に
電
友
会
会
報
を
じ

っ
く
り
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
公
社
退
職
後
の
生
活
が
、
地
域

社
会
で
の
ご
活
躍
の
状
況
や
ら
、
植
木
、
俳
句
、
旅

行
、
ゴ
ル
フ
な
ど
豊
か
な
趣
味
の
な
か
の
余
生
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
角
度
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
お
り
、
大

変
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。
ま
た
公
社
退
職
後
何
年
た

っ
て
も
、
電
友
会
四
国
連
合
会
会
員
と
い
う
暖
か
い

き
ず
な
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
後
輩
の

一
人
と
し

て
非
常
に
意
を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。

）

さ
て
愛
媛
通
信
部
管
内
の
近
況
に
つ
い
て
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
加
入
電
話
数
で
す
が

愛
媛
県
内
の
加
入
電
話
数
が
こ
の
二
月
二
十
九
日
つ

い
に
四
〇
万
を
突
破
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
七
年
公

社
嚢
足
時
は
僅
か
二
万
加
入
で
あ

っ
た
の
が
、
四
十

二
年
に

一
〇
万
、
四
十
七
年
に
二
〇
万
、
四
十
九
年

に
三
〇
万
、
今
回
四
〇
万
突
破
と
、
急
速
に
増
加
の

ペ
ー
ス
を
早
め
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、　
一
〇
〇
人
当

り
二
七

・
二
台
に
普
及
し
、
昭
和
四
十
五
年
頃
に
は

四
万
六
千
を
数
え
た
積
滞
も
、
こ
の
二
月
末
に
は
約

四
千
と
減
少
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
こ
れ
と
呼
応
し
て
、
申
し
込
み
か
ら
架
設
ま

で
の
期
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
に
よ

っ
て
多
少
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
愛
媛
県
内
の
平
均

で

一
か
月
程
度
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
松
山
、

今
治
、
新
居
浜
な
ど
で
は
二
週
間
程
度
と
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
し

「
申
し
込
ん
で
も

つ
か
な
い
電
話

」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は

一
掃
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
プ

ッ
シ

ュ
ホ
ン
や
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
な
ど
の

新
サ
ー
ビ
ス
商
品
の
販
売
状
況
で
す
が
、
プ

ッ
シ

ュ

ホ
ン
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
七
年
松
山
で
の
サ
ー
ビ

ス
開
始
を
皮
切
り
に
、
順
次
提
供
地
域
を
拡
大
し
、

現
在
県
下
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
提
供
可
能
と
な
「́

て
お
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
数
も
二
月
末
で
約

一
万
に

達
し
ま
し
た
。
通
話
中
に
他
の
加
入
者
か
ら
の
着
信

機
能
が
で
き
る
こ
と
を
売
り
も
の
に
し
た
キ
ャ
ッ
チ

ホ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
は
松
山
ほ
か
五
都
市
で
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
こ
の

一
月
末
で
、
そ
の
数
は
五
四
〇
に

達
し
ま
し
た
。

自
動
改
式
の
関
係
で
す
が
、
今
年
に
入
り

一
月
に

一
本
松
、
二
月
に
日
吉
、
新
宮
、
五
月
に
渓
筋
が
改

式
し
ま
し
た
。
五
十

一
年
度
は
広
田
ほ
か
七
局
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
二
月
末
現
在
で
県
内
の
自
動
化
率

は
九
九

・
三
％
と
な
り
、
オ
ー
ル
自
動
化
の
日
も
今

一
歩
の
所
ま
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
電
電
・公
社
を
め
ぐ
る
経
営
環

境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す

公
社
と
地
域
社
会
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
電
友
会
の
皆

様
の
助
言
、
意
見
な
ど
を
私
ど
も
後
輩
に
ぜ
ひ
お
よ

せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
ｃ

電
友
会
の
皆
様
の
今
後
の
ご
健
康
と
、
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

四
国
の
電
信
電
話

拡
充
計
画
に
つ
い
て

四
国
電
気

通
信

局
文
書
広

報

課

昭
和
五
十

一
年
度
の
四
国
に
お
け
る
電
信
電
話
設

備
拡
充
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎

一
般
加
入
電
話

一
〇
〇
、
○
○
○

（昨
年
度

一
二
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
）

県
別
内
訳

愛
媛
　
一一一五
、
二
〇
〇

香
川
　
二
八
、
○
○
○

徳
島

　

一
七
、
四
〇
〇

高
知

　

一
九
、
四
〇
〇

五
年
連
続
し
て

一
〇
万
以
上
の
販
売
と
な

っ
て
お

り
、
本
年
度
も
大
半
が
住
宅
用
電
話
の
販
売
に
な
り

ま
す
。

◎
ビ

ル

電

話
す
べ
て
の
需
要
に
応
じ
ま
す
。

一
般
加
入
電
話
、
ビ
ル
電
話
等
の
増
設
に
よ
り

五
十

一
年
度
末
の
加
入
電
話
数
は
約

一
一
八
万
と

な
り

一
〇
〇
人
当
り
二
九
個
の
普
及
と
な
る
見
込

）
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）

で
す
。
ま
た
住
宅
用
電
話
の
占
め
る
割
合
は
約
六

二
％
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

◎
公

衆

電

話

プ

ッ
シ
ュ
式

一
〇
〇
円
公
衆
電
話
三
〇
〇
個
、

お

へ
ん
ろ
公
衆
電
話

一
〇
個
な
ど
終
日
利
用
が
で

き
る
公
衆
電
話
を
中
心
に

一
五
七
五
個

（昨
年
度

一
四
八
七
個
）
を
増
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
五

一
年
度
末
に
は
二
四
七
〇
〇
個
、　
一
〇
〇
〇
人
当

り
六
個
の
普
及
と
な
り
ま
す
。

◎
Ｐ
　
Ｂ
　
Ｘ

公
社
設
置
を
希
望
す
る
も
の
に
は
す
べ
て
応
じ

る
こ
と
と
し
内
線
電
話
機
四
五
〇
〇
個

（昨
年
度

五
〇
〇
〇
個
）
の
販
売
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◎
テ
レ
ッ
ク
ス

六
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。
（昨
年
Ｅ

〓
一〇
個
）

◎
プ

ッ
シ

ュ
ホ
ン

八
〇
〇
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。

（昨
年
度
九
〇

〇
０
個
）

本
年
度
は
東
予
市
、
豊
浜
町
、
阿
南
市
、
須
崎

市
な
ど
四
市
九
町
で
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

◎
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
。
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
ン
。
親
子
電
話

四
五
四
〇
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。

（昨
年
度
三

九
〇
〇
〇
個
）

◎
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

一
〇
〇
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。

（昨
年
度
六
〇

〇
個
）

◎
電
話
フ
ァ
ッ
ク
ス

一
〇
〇
個
を
販
売
し
ま
す
。

◎
デ
ー
タ
通
信

販
売
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
三
〇
端

末
、
科
学
技
術
計
算
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
を

一
〇

端
末
、
販
売
し
ま
す
。

◎
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル

四
九
〇
０
個
を
販
売
し
ま
す
。

（昨
年
度
六
七

〇
〇
個
）

◎
ダ
イ
ヤ
ル
化

五

一
年
度
中
に
サ
ー
ビ
ス
開
始
す
る
局
は
次
の

と
お
り
で
す
。

愛
媛
　
　
渓
筋
、
直
瀬
、磯
津
、
柏
、嵐
、広
田

香
川
　
　
与
島
、
広
島
、本
島
、
伊
吹
、琴
南
、
美

〈
］

徳
島
　
　
上
勝
、
出
合
、木
沢
、
日
山
、阿
南
椿

高
知
、
　

人
崎
、
池
川
、
名
野
川
、
三
原
、
橘

浦
、
地
蔵
寺
、
大
久
保
、江
川
崎
、大
宮
、

こ
の
結
果
五

一
年
度
末
に
四
国
で
は
約
八
二
％

が
ダ
イ
ヤ
ル
式
局
と
な
り
、
ダ
イ
ヤ
ル
化
率
は
約

九
九
％
と
な
り
ま
す
。

◎
そ
の
ほ
か
今
治
―
壬
生
川
間
の
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー

ブ
回
線
工
事
や
、
宇
和
―
宇
和
島
間
の
同
軸
ケ
ー

ブ

ル
回
線
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

電

退

連

総

会

開

催

電
電
公
社
退
職
者
団
体
連
合
会
の
第
七
日
総
会
が

去
る
五
月
十
九
日
東
京
中
央
区
銀
座
京
橋
会
館
で
開

催
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
泉
会
長
が
出
席
し
た
。

同
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、
昭
和
五
十

一
年
度
の
事
業

計
画
、
収
支
予
算
が
審
議
決
定
さ
れ
た
。

昭
和
五
卜

一
年
度
事
業
計
画

本
会
は
会
員
相
互
の
連
絡
親
交
を
密
に
し
、
電
電

公
社
退
職
者
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
を
図
り
、

あ
わ
せ
て
電
信
電
話
事
業
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
会
の

目
的
達
成
の
た
め
、
本
年
度
に
お
い
て
は
特
に
下
記

施
策
の
推
進
を
図
る
も
の
と
す
る
。

）
一　

恩
給

・
共
済
年
金
受
給
者
の
処
遇
改
善
に
関

し
、
前
年
度
に
引
続
き
関
係
方
面
に
陳
情
運
動

を
展
開
す
る
。
こ
れ
が
為
必
要
あ
る
と
き
は
僚

友
団
体
と
緊
密
な
連
繋
を
と
る
。

一
一　
共
済
年
金
額
が
上
薄
下
厚
的
に
改
定
さ
れ
る

に
伴
い
年
金
額
改
訂
通
知
書
に
は
、
そ
の
算
出

の
基
礎
と
な

っ
た
仮
定
俸
給
年
額
を
記
載
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

〓
一　
生
存
者
叙
勲
の
範
囲
拡
大
に
つ
い
て
要
望
す

フ

０

。

四
　
現
行
医
療
共
済
制
度
の
下
で
は
、
部
内
医
療

機
関
の
な
い
地
域
で
は
そ
の
恩
恵
に
浴
し
難
い

の
で
、
こ
の
救
済
案
に
つ
き
引
続
き
検
討
す
る

五
　
共
済
会
の
生
活
援
助
制
度
に
つ
い
て
医
療
共

済
制
度
に
お
け
る
と
同
様
、
公
社
発
足
前
の
退

職
者
を
も
対
象
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

エハ
　
電
退
連
の
法
人
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

電
友
会

四
国
連
合
会

理
事

会

開
催

昭
和
五
十
年
度
第
四
回
理
事
会
を
去
る
二
月
二
十

三
日
四
国
電
気
通
信
局
別
棟
会
議
室
で
開
催
し
、
会

務
運
営
に
つ
き
左
記
事
項
を
協
議
し
た
。
こ
の
会
議

の
中
で
、
新
任
の
江
口
通
信
局
副
局
長
か
ら
ご
あ
い

さ

つ
が
あ
り
、
最
近
の
電
話
状
況
に
つ
い
て
川
船
文

書
広
報
課
長
か
ら
、
ご
説
明
が
あ

っ
た
。

１
　
五
十

一
年
度
総
会
の
開
催
地
に
つ
い
て

高
松
市
に
於
て
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

（
日
時
場
所
等
は
次
号
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
）

２
　
電
退
連
五
十

一
年
度
事
業
計
画
策
定
資
料
の
提

出
に
つ
い
て

３
　
五
十
年
度
の
状
況
に
つ
い
て

４
　
五
十

一
年
度
年
金
の
改
善
方
向
に
つ
い
て

５
　
会
員
名
簿
の
発
行
計
画
に
つ
い
て
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昭
和

五
十

一
年
度

恩
給

。
年
金
額

改
定
法

成

立

昭
和
五
十

一
年
度
恩
給

。
年
金
改
定
法
案
は
去
る

二
月
衆
議
院
を
通
過
し
参
議
院
で
審
議
待
ち
で
あ

っ

た
が
、
五
月
十
四
日
参
議
院
木
会
議
で
全
会

一
致
で

通
過
成
立
し
た
。
年
金
額
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、

恩
給
に
お
け
る
措
置
に
な
ら
い
、
そ
の
年
金
額
の
算

定
基
礎
と
な

っ
た
仮
定
俸
給
を
昭
和
五
十
年
度
の
公

務
員
給
与
の
改
善
内
容
を
勘
案
し
て
、
次
表
の
通
り

上
薄
下
厚
的
に
引
上
げ
七
月
分
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

９

´
υ

、

三
、

三

二
八

、

五
七

一
円

以
上

三

、

〇

四

五

、

〇

〇

〇

円

以

上

三

、

三

二
八

、

五
七

一
円

未

満

二
、　
一
〇

二
、

四

二
九

円

以
上

三
、

〇

四

五

、

〇

〇

〇

円
未

満

八

六

一
、

五

三
八

円

以

上

二
、　
一
〇

二
、

四

二
九

円

未

満

六

五

二
、

〇

〇

〇

円

以

上

八

六

一
、

五

三
八

円
未

満

六

五

二
、
〇

〇

〇

円
未

満

仮

定

俸

給

年

額

膨
　
十二九
二、〇〇〇円

42%

＋

一
五

二
、

二
〇

〇

円

62%

+

九

一
、

三
〇

〇

円

％０ ３

　

十
　

　

五
、
　
一
〇

〇

円

90%

十

　

一
六

、

三
〇

〇

円

11 5フろ
増

額

指

標

な
お
長
期
在
職
の
老
令
者
等
の
年
金
算
出
率
の
特

例

。
遺
族
年
金
の
給
付
水
準
等
に
つ
い
て
も
大
体
恩

給
に
お
け
る
措
置
に
な
ら

っ
て
改
善
さ
れ
る
。

園

副

Ｔ

退
職
者

、
遺

家
族

の
お
幸

せ
を

願

っ
て

電
気
通
信
共
済
会
で
は
、
電
電
公
社
等
に
永
年
在

職
さ
れ
た
方
や
、
そ
の
遺
家
族
の
中
で
生
活
に
お
困

り
の
方
を
、
援
助
し
自
立
更
生
が
で
き
る
よ
う
お
手

伝
い
す
る
こ
と
を
、
日
的
の

一
つ
と
し
て
、
生
活
援

助
制
度
、
医
療
共
済
制
度
、
育
英
制
度
お
よ
び
肢
体

不
自
由
者
更
生
施
設
の
利
用
あ

っ
せ
ん
な
ど
に
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
生

活
援
助
制
度
に
つ
い
て
の
概
要
を
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

１
　
生
活
援
助
の
取
扱
状
況

四
十
六
年
度
に
こ
の
制
度
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
、

五
十
年
度
ま
で
の
相
談
件
数
は
七

一
三
件
で
、
そ

の
う
ち
援
助
件
数
は

一
一
五
件
に
お
よ
び
ま
し
た
。

２
　
生
活
援
助
の
対
象

生
活
保
護
法
に
よ
る
最
低
生
活
費
の

一
倍
半
以

内
の
方
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
松
山
在
住
の
六

十
五
才
以
上
で

一
名
病
弱
の
夫
婦
の
場
合
、
月
収

七
万
五
千
円
以
下
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
年
令
、
性
別
、
居
住
地
等
に
よ
り
、
最

低
生
活
費
の
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は

一

応
の
め
や
す
と
云
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
　
援
助
の
種
類

１１，
　
職
業
補
導
費
の
給
付

生
業
に
関
す
る
技
術
を
修
得
す
る
た
め
、
職

業
訓
練
法
に
基
づ
き
訓
練
所
に
入
所
さ
れ
る
と
、

年
間
五
万
円
を
限
度
に
必
要
な
費
用
が
援
助
さ

れ
ま
す
。

‐２‐
　
生
活
補
給
費
の
治
付

生
活
保
護
法
に
よ
る
最
低
生
活
費
の

一
。
三

倍
以
内
の
方
に
、生
活
維
持
の
た
め
必
要
な
生
活

費
の

一
部
が
援
助
さ
れ
ま
す
、

０
　
特
別
補
給
費
の
給
付

生
活
保
護
法
に
よ
る
最
低
生
活
費
の

一
倍
半

以
内
の
方
で
、
次
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
援
助
さ
れ
ま
す
。

ア
　
傷
病
、事
故
な
ど
で
生
活
に
お
困
り
の
方
に

五
万
円
以
内

イ
　

一
年
以
上
疾
病
ま
た
は
老
衰
の
た
め
床
に

つ
い
て
い
る
方
に
五
万
円
以
内

ウ
　
身
寄
り
が
な
く
ひ
と
り
暮
し
の
七
十
才
以

上
の
方
に
毎
月
五
千
円
以
内

工
　
七
十
才
以
上
の
方
に
敬
老
見
舞
と
し
て

一

万
円
以
内

４

更

生

資

金

生
活
保
護
法
に
よ
る
最
低
生
活
費
の
三
倍
以
内

の
方

へ
次
の
よ
う
な
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

１１１
　
住
宅
の
補
修
な
ど
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に

三
十
万
円
以
内

‐２，
　
店
舗
の
設
備
、
整
備
な
ど
を
必
要
と
さ
れ
る

場
合
に
三
十
万
円
以
内

‐３‐
　
医
療
費
に
お
困
り
の
場
合
に
十
五
万
円
以
内

こ
の
更
生
資
金
は
六
年
以
内
に
元
金
を
完
済
し

月
Ｏ

ｏ
二
％
の
利
息
が
必
要
で
す
。

ノ率ノ

４咆誠繭臨麒
（済帷倒畑嫌「琉
一ネ‐上咄婦動二
）

第
七

回
を
迎
え
た

南
予
在
住
者
懇
談
会

去
る
者
は
□
日
に
う
と
し
と
か
。
在
職
中
は
先
輩

友
人
間
わ
ず
公
私
共
に
接
触
の
多
か
っ
た
わ
れ
わ
れ

も
退
職
後
は
日

一
日
と
疎
遠
と
な
り
、
年

一
度
の
電

友
会
総
会
で
の
交
数
で
は
物
足
ら
ず
南
予
だ
け
の
会

合
を
始
め
て
か
ら
七
年
に
な
り
ま
す
。

）
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第

一
回
の
開
催
の
昭
和
四
十
五
年
に
は
会
員
数
三

十
二
名
で
出
席
者
も
僅
か
十
七
名
で
し
た
が
現
在
で

は
会
員
数
も
五
十
七
名
に
増
加
し
、
本
年
は
三
十
名

の
出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。
開
催
地
も
従
来
は
八
幡

浜
、
宇
和
島
の
ニ
ケ
所
で
し
た
が
本
年
は
大
洲
市
の

城
山
で
四
月
四
目
に
櫻
花
爛
漫
の
下
で
心
ゆ
く
ま
で

旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

又
人
洲
電
報
電
話
局
長
さ
ん
が
現
在
の
電
話
状
況

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
し
て
下
さ
い
ま
し
て
会
員

一
同
在
職
時
代
を
思
い
返
し
な

つ
か
し
く
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
大
洲
、
八
幡
浜
、
宇

和
、
宇
和
島
、
御
荘
の
各
報
話
局
長
さ
ん
よ
り
格
別

の
御
厚
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
と
共
に
今
後
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り

致
す
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

（南
予
地
区
代
表
幹
事
　
玉
川
利
満
）

○
　
本
年
度
に
は
い
っ
て
九
二
名
の
新
規
入
会
者
が

あ
り
六
月

一
日
で
九
二
四
名
の
大
世
帯
と
な
り
ま

し
た
。

（　
）
内
は
新
規
入
会
者
数
で
す

愛
媛
二
九
二

一
四
二
）
香
川
三
二
圧

（
二
五
）
徳

島

一
三
八

（
一
〇
）
高
知

一
六
九

（
一
六
）

春

の
叙
勲

に

つ
い
て

昭
和
五
十

一
年
春
の
叙
勲
に
左
記
の
方
々
が

多
年
に
わ
た
り
電
信
電
話
事
業
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
私

共

一
同
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

勲
四
等
旭
日
小
綬
章（内

藤
　
久
応
殿
⌒松
山
）

勲
四
等
　
瑞

宝

章高
橋
　
一九
一
殿
書
同
松
）

○
電

気

関
係
功

労
者

の
表
彰

去
る
二
月
二
十
五
日
の
電
灯
九
八
周
年
電
気
記
念

日
に
満
八
十
才
以
上
で
、多
年
電
気
関
係
事
業
の
発
展

に
つ
く
さ
れ
功
労
の
あ

っ
た
次
の
方
々
へ
、
社
団
法

人
日
本
電
気
協
会
か
ら
感
謝
状
お
よ
び
記
念
品

（会

津
塗
朱
二
重
木
杯
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沖
永
　
唯
男
殿

（高
松
）

庄
野
為
三
郎
殿

（徳
島
）

山
本
　
正
清
殿

一
局
知
）

西
田
　
綱
勝
殿

（南
国
）

○
電
気

通
信
協

会

賞
受

賞

電
気
通
信
協
会

（網
島
毅
会
長
）
で
は
、
去
る
五

月
二
十
日
電
友
会
四
国
連
合
会
長
泉
節
太
郎
氏
に
対

し
、

「
第
十
七
回
電
気
通
信
協
会
賞

一
を
贈
呈
し
た
。

同
協
会
賞
は
、
わ
が
国
電
気
通
信
事
業
お
よ
び
こ
れ

に
関
連
あ
る
事
業
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
人
々
に
対

し
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
、
泉
会
長
の
公
社
在
職
中
の

功
績
と
退
職
後
も
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
社
長
と

し
て
電
気
通
信
事
業
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
し
て

お
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
こ
と
に
お
め
ぃて
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
こ
と
ば

夕

顔

　

　

　

荘
野
　
丹
秀
（内
海
）

夏

の

草

花

で

私

の

好

き

な

も

の

は

、

夕

顔

で

す

た

そ

が

れ

の

な

か

に

ほ

の

か

に

に

お

う

白

い

大

輪

が

う

す

墨

の

夕

や

み

に

ぼ

ん

や

り

と

浮

ん

、て

見

え

る

姿

は

、

夏

の

う

す

着

の

粧

を

し

た

美

女

の

よ

う

、て

　

日

本

画

に

よ

い

題

材

、て

す

。

余

栄

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
左
記
の
方
々
に
対
し
多

年
電
気
通
信
事
業
に
貢
状

さ
れ
た
功
績
に
よ
り

叙
勲
が
あ
り
ま
し
た
の

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

（五
〇
、　
一
一
、　
Ｊ

故
　
渡
部
　
隆
義
殿

（松
　
山
）

勲

八

等

旭

日

立早

（五
〇
、　
一
一
、
八
）

故
　
西
原
　
軍
平
殿

（松
　
山
）

従
六
位
勲
六
等
瑞
宝
章

（五
〇
、
一
一
、
一
四
）

故
　
浦
辺
　
新
吾
殿

（三
本
松
）

従
七
位
勲
六
等
瑞
守
章

（五
〇
、
一
一
一、
一
０
）

故
　
鈴
木
清
四
郎
殿

（松
　
山
）

従
上
位
勲
四
等
瑞
宝
章

（五
〇
、
ゴ

、
一
一
）

故
　
百
田
　
　
勝
殿

（松
　
山
）

従
六
位
勲
六
等
瑞
宝
章

（五
〇
、
〓

一、
二
五
）

故
　
竹
村
　
辰
猪
殿

（高
　
知
）

勲

八

等

瑞

宝

章

（五

一
、

一
、

三
）

故
　
日
道
　
盛
行
殿

（八
幡
浜
）

次
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

藤
原
和
三
郎
殿

江
東
　
利
保
殿
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花

の
半

日

コ
ー

ス栗

田
　
信
雄

（松
山
）

去
年
の
連
合
会
会
報
四
月
号
に

「花
の
半
ロ
コ
ー

ス
」
と
し
て
常
信
寺
↓
西
法
寺
↓
潮
見
温
泉
の
コ
ー

ス
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
さ

っ
そ
く
こ
の
コ
ー
ス
を

歩

こ
う
と
の
要
望
が
あ

っ
た
が
風
邪
引
き
の
た
め

一

年
延
期
し
、
こ
の
四
月
四
日
に
実
行
し
た
。

当
日
は
す
こ
し
花
冷
え
が
残

っ
て
い
た
が
快
晴
に

恵
ま
れ
山
歩
き
に
は
最
適
の
天
候
で
あ

っ
た
。
総
勢

十
四
名
、　
一
組
の
ご
夫
婦
と
古
稀
に
近
い
ご
婦
人
も

参
加
。
先
づ
常
信
寺
に
行
く
。
桜
は
満
開
３
県
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
松
平
定
行
と
定
政
の
霊
廟
と

定
昭
の
埋
髪
塔
を
見
て
か
ら
山
門
を
出
て
山
道
に
か

か
る
。
ご
婦
人
は
路
傍
の
ワ
ラ
ビ
を
摘
む
な
ど
し
て

た
の
し
そ
う
。
歩
く
こ
と

一
時
間
半
余
り
、
瀬
戸
風

峠
を
通
り
伊
台
に
入
り
西
法
寺
に
詣
る
。
伝
説
の
薄

墨
桜
は
三
分
咲
き
、
日
当
り
の
よ
い
本
堂
の
同
廊
に

ご
ざ
を
敷
き
、
あ
る
い
は
花
の
下
の
芝
生
に
腰
を
お

ろ
し
て
昼
食
を
ひ
ら
く
。
な
か
に
は
酒
を
交
わ
す
人

も
あ
り
小

一
時
間
休
ん
で
潮
見
温
泉
に
向
う
。
こ
こ）

か
ら
道
は
平
坦
な
下
り
と
な
り

一
同
ほ

っ
と
し
た
気

で
歩
く
。
潮
見
で
は
花
の
下
空
地
と
い
う
空
地
は
花

見
客
で
超
満
員
、
よ
く
も
こ
れ
だ
け
の
人
と
草
が
集

っ
た
も
の
だ
と
驚
く
ば
か
り
。
右
手
の
丘
陵
に
は
桜

に
交
り
桃
の
花
が
色
を
添
え
て
い
る
。
温
泉
が
廃
止

に
な

っ
て
い
る
の
で
素
通
り
し
て
姫
原
に
入
る
。
わ

が
国
文
献
に
残
る
初
め
て
の
悲
恋
と
い
わ
れ
る
軽
太

子
と
軽
太
郎
女
の
伝
説
を
偲
び

つ
つ
歩
を
運
び
護
国

神
社
に
つ
い
た
の
は
三
時
半
過
ぎ
。

「
熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば

潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
榜
ぎ
出
で
な
」

の
額
□
女
王
の
歌
碑
の
前
で
萬
葉
の
音
を
思
い
な
が

ら

一
体
み
し
て
解
散
。

日
頃
歩
き
そ
め
な
い
人
に
は
今
回
の
コ
ー
ス
は
す

こ
し
む
り
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
た
が
反
面
こ
れ
で

各
人
の
体
カ
テ
ス
ト
が
で
き
た
と
思
わ
れ
、
花
を
楽

し
ん
だ
よ
り
以
上
に
意
義
の
あ
る

一
日
で
あ

っ
た
。

ア
ウ
ト

サ
イ
ダ

ー

田
　

中

　
義
　

隆

（松
山
）

電
電
公
社
嘱
託
と
し
て
、
債
券
相
談
役
を
六
年
間

勤
め
て
き
た
。
そ
の
委
嘱
が
、
こ
の
二
月
で
満
了
し

た
。
無
職
の
、
自
由
人
間
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
ま
だ
仕
事
の
で
き
ぬ
年
で
も
な
い

か
ら
、
次
の
仕
事
口
を
み

つ
け
た
い
と
思

っ
て
い
た
こ

そ
れ
が
こ
の
不
況
だ
ｃ
か
つ
て
の
求
人
難
が
、
い
ま

は
求
職
難
に
な

っ
て
い
る
　
そ
れ
に
つ
ぶ
し
が
き
か

ぬ
事
務
屋
で
は
、
ど
だ
い
無
理
だ
ろ
う

）^

と
い
う
こ
と
で
、
無
職
渡
世
が
ま
だ
板
に
つ
い
て

い
な
い
。
む
ろ
ん
渡
世
人
の
バ
ク
才
が
な
い
か
ら
、

り
ち
ぎ
に
支
出
を
制
す
る
し
か
、
生
き
延
び

い́
う
ち

な
い
。
だ
か
ら
値
上
げ
の
引
き
金
に
な
る
賃
上
ザ
に

は
困
る
ｃ
そ
の
た
め
の
違
法

ス
ト
は
、
な
お
困
る
〓

新
聞
を
読
ん
で
い
て
、
腹
が
立

つ
．

四
月
は
じ
め
に
、　
一
男
五
女
の
家
族
‐
―
息
子
夫

婦

に
娘
た
ち
夫
婦
と
、
ゼ

ロ
才
か
ら
高
校
卒
業
ま
で

の
孫
た
ち

の
二
十
余
名
，―
―
が
全
員
集
合
し
、
取
り

ま
ぎ
れ

て
い
た
私
た
ち
夫
婦

の
還
暦
祝

い
と
、
私

の

退
職
慰
労

の
会
を
催
し
、
そ
こ

へ
招
待
さ
れ
た
。
還

暦

に
ち
な
ん
だ
澁

い
朱
色

の

ハ
イ
ネ

ッ
ク
セ
ー
タ
ー

を
着
せ
ら
れ
て
、
気
持
よ
く
飲
ん
で
気
持
よ
く
歌

っ

た
。
ま

っ
た
く
仕
合
わ
せ
だ

っ
た
。

こ
う
し

て
、
ま
ず

は
退
屈
し
て
い
な

い
。
か

っ
て

一
と
花
咲
か
せ
た

こ
と

の
な

い
の
に
、

こ
れ
か
ら

一

と
花
咲
か
せ
ら
れ
る
は
ず
も
な

い
。
自
分
な
り

に
生

き

て
い
き
た

い
。
ポ

ン
コ
ツ
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

（余
計
者

）
で
も
、
胸
を
張

っ
て
い
き
た

い
と
思

っ

て
い
る
。

え

　

　

ぞ

蝦

夷
　
の

旅

　

（
二
）

藤

　

田
　

基
　

孝

（松
山
）

「
礼
文
島
は
海
岸
よ
り
全
島

一
面
に
高
山
植
物
を

以
て
被
わ
れ
る
奇
し
き
島
な
り
」
と
土
地
の
識
者
は

言
う
、
私
も
そ
れ
を
信
じ
て
今
日
は
そ
の
群
落
を
見

る
た
め
桃
岩
に

一
歩
足
を
進
め
た
ｃ

青
草
に
被
わ
れ
し
巨
岩
が
桃
の
形
を
し
て
い
る
の

ぃて
そ
の
名
が
あ
り
、
雪
解
け
と
共
に

一
斉
に
萌
え
出

で
、
伸
び
る
の
を
待
ち
切
れ
ぬ
様
に
咲
く

ハ
ク
サ
ン

チ
ド
リ
の
濃
紫
、
ピ
ン
ク
の
チ
シ
マ
フ
ー
ロ
ー
、
黄

色
の
レ
ブ

ン
ア
ツ
モ
リ
等
、
植
物
の
種
類
は
五
百
種

以
上
と
い
わ
れ
、
咲
き
ほ
こ
る
花
の
群
落
は
足
の
ふ

み
場
も
な
き
ほ
ど
全
山
に
拡
が
り
、
そ
の
景
観
は
全

く
驚
き
で
あ
り
、
老
い
し
私
を
有
頂
天
に
さ
せ
て
し

ま

．́
た
、
勿
論
天
然
記
念
物
だ
か
ら
持
ち
か
え
る
事

こ
（
一十
一む
コ́．一
あら
『
二
ヽ

桃
岩
か
ら
吉

々
東

に
眼
を
転
じ
る
と
遥
か
海
上

に

雪
を
被
り
て
毅
然
と
そ
び
え
立

つ
美
し

い
利
尻
岳
が

見
え
る
。
裾
野
を
深
く
日
本
海

に
没
入
さ
せ
、
海
岸

線
か
ら
そ
の
ま
ま
頂
上

に
至
る

一
七

一
九

メ
ー
ト

ル

の
全
裸
を
海
上

に
浮
か
せ
た
富
士

の
姿
は
、
実

に
美

）
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一麗
で
見
応
え
の
あ
る
山
だ

っ
た
．

桃
岩
か
ら
西
に
降
り
れ
ば
メ
ノ
ー
が
拾
え
る
と
言

う
元
地
海
岸
だ
が
先
を
急
ぎ
て
行
か
ず
、
思
い
出
多

き
礼
文
島
を
後
に
、
船
で
利
尻
島
に
渡
る
ｃ

船
の
着
い
た
鴛
泊
港
で
は
漁
夫
の
背
丈
程
も
あ
る

大
蛸
を
見
た
が
、
こ
の
あ
た
り
ど
の
家
も
軒

一
杯
に

魚
の
乾
物
が
吊
さ
れ
て
あ
り
、
又
荷
揚
場
に
積
ま
れ

し
高
知
産
の
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
等
σ
野
菜
物
に
は

ひ
ど
く
親
し
み
を
感
じ
た
。

日
の
前
に
ぐ

っ
と
迫
る
利
尻
富
士
の
裾
野
を
海
岸

に
添

っ
て
半
周
し
、
夕
刻
沓
Ｚ
の
町
に
着
く
、
利
尻

岳
の
班
雪
は
夕
日
に
赤
く
染
ま
り
、
磯
の
道
に
は
エ

ゾ
カ
ン
ゾ
ー
が
黄
に
咲
き
乱
れ
、
駒
鳥
は
そ
の
花
の

上
を
余
韻
場
々
と
鳴
き
渡

っ
て
行
く
、
私
は
夢
心
地

で
昏
る
る
ま
で
さ
ま
よ
い
歩
い
た
。

翌
朝
心
を
残
し
な
が
ら
利
尻
を
去
り
海
上
三
時
間

で
稚
内
三
民
リ
バ
ス
に
て
宗
谷
岬
に
向
う
。

そ
の
昔
、
間
官
林
蔵
が
樺
太
に
渡
り
し
と
伝
う
浜

辺
を
通
り
、
日
本
最
北
端
の
地
大
岬
に
降
り
立

つ
。

遥
か
水
平
線
上
か
す
か
に
見
ゆ
る
陰
影
は
果
し
て

吾
が
恋
う
る
樺
太
な
り
や
、
心
を
静
め
見

つ
め
て
居

る
と
二
十
年
前
に

「
こ
れ
が
最
後
で
す
、
さ
よ
う
な

ら
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
悲
痛
な
る
声
に
絶
叫
し

つ
つ

彼
の
地
に
果
て
し
電
話
交
換
手
等
の
い
た
ま
し
き
声

が
今
も
聞
こ
え
て
来
る
様
に
思
え
、
私
は
思
は
ず
眼

頭
を
そ

っ
て
拭
い
た
の
で
あ

っ
た
。

日
本
の
最
北
端
を
標
す
高
き
標
柱
の
三
角
形
の
中

に
白
き
巡
視
船
が

一
つ
浮
ん
で
居
た
の
が
印
象
に
残

る
。
ふ
と
見
る
と
足
も
と
の
渚
に
自
く
晒
れ
し

一
本

の
流
木
が
あ
り
、
拾
い
上
げ
て
見
れ
ば
私
の
杖
に
最

も
ふ
さ
わ
し
く
思
え
た
の
で
、
以
来
片
時
も
手
離
さ

ず
私
の
旅
の
友
と
し
、
現
在
も
大
切
に
持

っ
て
居
る
。

噸釧螺離は珈巌酬風は掛［騒蠅人‐こ断蘇げ閻ル

建
ち
、
碑
面
に
は
前

に
述

べ
た
樺
太

の
交
換
手
等
が

内
地
の
同
砲
に
血
の
出
る
思
い
で
叫
び
か
け
し
最
後

の
言
葉
が
深
く
刻
ま
れ
、
そ
の
傍
の
浮
彫
に
再
現
さ

れ
し
処
女
の
像
に
私
は
再
び
強
き
慟
哭
を
覚
え
る
と

同
時
に
、
永
年
勤
め
し
昔
の
私
の
職
場
を
思
い
出
し

て
居
た
。
　

　

（
？
つ
く
）

小

さ

な
た

の
し

み

玉
　

川
　
都
　
苦ダ

（松
山
）

趣
味
は

，
と
き
か
れ
た
ら
即
座
に
俳
句
と
気
ま
ま

な
小
旅
行
と
答
え
る
私
で
す
ｃ

最
近
私
達
仲
間
の
小
グ

ル
ー
プ
に
相
当
な
年
輩
の

ご
婦
人
が
二
名
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
二
人
と

も
俳
句
を
は
じ
め
ら
れ
て
日
も
ま
だ
浅
い
方
で
す
。

「
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
を
覚
え
て
―
―
―
」
と
い

っ
た
り
、
ま
た

「
句
会
の
日
が
待
遠
し
く
て
―
―
止

と
眼
を
か
が
や
か
さ
れ
た
り
し
て
い
ら
れ
ま
す
。
親

切
な
先
生
の
ご
指
導
で
句
会
毎
に
上
達
し
て
ゆ
か
れ

る
の
を
み
て
心
温
か
く
思

っ
て
い
ま
す
。

年
を
と

っ
て
の
た
の
し
み
、
生
甲
斐
と
は
何
で
し

ょ
う
か
。
む
ず
か
し
い
こ
と
は
別
と
し
て
、
結
局
、

そ
の
日
、
そ
の
日
を
充
実
さ
せ
て
送
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
日
を
大
切
に
、
毎
日
を
す
ご
す

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

老
い
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
人
は
心
を
閉
ざ
し
、
過
去

に
の
み
、
そ
の
人
生
を
見
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
心

を
開
き
、
眼
を
外
に
向
け
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
は

何
よ
り
大
切
で
す
。

矩
健
の
老
人
を
縁
側
の
日
向
ま
で
、
さ
ら
に
戸
外

の
太
陽
の
下
に
立
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

句
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
創
作
で
す
。
そ
れ
が
立

派
だ
と
云
わ
れ
る
も
の
で
な
く
て
も

、
み
ず
か
ら
小

天
地
を
創
り
出
す
よ
ろ
こ
び
で
す
。
そ
の
意
味
で
積

極
的
、
老
い
が
た
き
精
神
が
そ
の
中
に
お
の
ず
と
養

わ
れ
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
可
米‡
割
鄭

庸

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

埋

悲

し
き

思

ひ
出

藤

　

田
　

基
　

孝

⌒松
山
）

燃
ゆ
る
街
の
炎
に
赤
き
Ｂ
２
９
を

一
瞬
美
し
と
こ
の

眼
に
写
り
し

職
場
燃
え
病
む
子
も
燃
ゆ
る
家
に
在
り
空
襲
の
夜
の

わ
れ
き
は
ま
り
ぬ

子
ら
を
思
ひ
炎
の
中
を
引
き
か
え
す
戦
災
の
職
場
に

こ
こ
ろ
残
し
て

戦
災
の
職
場
見
捨
て
し
と
苦
き
誹
謗
友
よ
り
き
き
て

今
も
く

る
し
き

水

ぬ

る

む

上

　

田
　
南

　
堂

（松
山
）

窓
ガ
ラ
ス
拭
き
て
三
坂
の
雪
景
を

上
手
婦
る
こ
と
の
た
の
し
さ
目
脚
伸
ぶ

毬
を
追
ふ
子
を
追
ふ
母
や
水
ぬ
る
む

夕
東
風
に
逆
ら
ひ
妻
の
顔
掃
る

蓬
摘
む
妻
に
し
た
が
ひ
摘
み
歩
る
く

[扉]:]
X  Xり ひ

と星Jき÷
飯
抱
き
妻
や
子‐

を
焼
跡
|こ

も
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大

　

一几
　
新

　

平

（西
条
）

一
一　
誅
瓢
耐

信
則
江
餅
腿
硼

公
衆
電
話
清
掃
業
務
を

委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
次
の
団
体
の
役
員
と

し
て
老
後
の
地
域
奉
仕
を
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
協
会

・
防
犯
相
談
所
長

・
伊
曽
乃
神
社

氏
子
総
代

。
自
治
会

・
老
人
会
。

〓
一　
家
族
状
況
　
　
妻
　
健
在

長
男
　
日
本
ヂ
ス
ク
エ
業
勤
務

妻
　
西
条
倉
敷
工
場
勤
務

二
男
　
角
野
中
学
校
教
員

妻
　
西
条
西
中
学
校
教
員

三
男
　
川
之
江
南
中
学
校
教
員

妻
　
金
生
小
学
校
教
員

四
　
趣
味
　
旅
行
が
好
き
で
い
つ
も
団
体
旅
行
の
リ

ー
ダ
ー
を

つ
と
め
て
い
ま
す
。

五
　
健
康
状
態
と
健
康
方
法
　
至

っ
て
健
康
で
す
。

早
寝

。
早
起
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
Э

工（
　
昭
和

一
七
年
七
月
か
ら
約

一
年
間
占
領
地
有
線

通
信
応
急
装
備
の
為
南
方
地
域
に
従
軍
し
た
思
い

出
が
昨
日
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

須
賀

田
　
初

子

（松
山
）

一
　

六

一
才
　
四
八
年
退
職

一
一　
電
気
通
信
共
済
会
四
国
支
部
福
祉
相
談
所
勤
務

〓
一　
家
族
構
成

松
山
に
は
夫
婦
の
み
。
子
供
は
男
子

一
人
だ
け

で
独
身
。
東
京
に
就
職
し
て
い
る
。

夫
は
胸
部
疾
患
で
療
養
中

四
　
趣
　
　
味

お
茶

一
園
芸

・
和
裁

。
俳
句
、
川
柳
を
少

々
。

五
　
健
康
状
態

ま
ず
ま
ず
。
初
老
ぶ
と
り
に
な
や
ん
で

い
ま
す
。

エハ
　
思
う

こ
と

億

の
金
欲
し
が
り
も
せ
ず
暮
ら
す
華
。

〓
一　

河
　
次

　
郎

⌒丸
亀
）

一
　

六
四
才
　
四
五
年
退
職

一
一　
現
在
の
仕
事

療
養
中
の
た
め
な
し

三
一　
家
族
構
成

妻
と
二
男
お
よ
び
三
男
の
四
人
暮
し

な
お
長
男
は
通
信
局
勤
務
単
独
赴
任
し
て
い
る
。

四
　
趣
　
　
味

魚
釣
で
あ
る
が
腰
痛
の
た
め
や
め
て
い
る
。

五
　
健
康
状
態

退
職
直
前
腰
椎
変
形
症
と
な
り
療
養
の
結
果
快

方
に
向
い
、
退
職
後
引
続
き
公
社
部
外
折
衝
部
門

の
嘱
託
を
し
て
い
た
が
、
四
八
年
九
月
突
然

ツ
イ

カ
ン
バ
ン
ヘ
ル
ニ
ア
と
な
り
起
居
に
も
事
欠
く
よ

う
に
な
り

一
年
半
程
就
床
し
た
。
最
近
は
や
や
快

復
し
、
年

一
回
の
電
友
会
総
会
と
電
気
通
信
記
念

日
の
招
待
に
は
出
席
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

工（

そ

の

他

好
き
な
晩
酌
も
で
き
る
だ
け
控
え
長
命
を
保
ち

＾
Ｌ

とヽ
思
う
の
だ
が
仲
‘
～
〓た

く
い
。

小

野

英

雄

（観
冨

一　

六
四
才
　
四
五
年
退
職

一
一　
近
　
　
況

六
年
前
の
四
五
年
五
月
二
十
日
に
退
職
し
ま
し

た
。
そ
の
間
線
路
工
事
関
係
ば
か
り
で
四
十

一
年

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
後
通
信
建
設
会

社
か
ら
再
三
入
社
の
す
す
め
も
あ
り
ま
し
た
が
、

通
勤
す
る
の
が
大
儀
で
こ
と
わ
り
、
今
で
は
単
契

の
仕
事
を
ば

つ
ば

つ
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

〓
一　
家
族
構
成

妻
と
次
男
夫
婦
、
そ
れ
に
三
女
の
五
人
暮
し
、

次
男
は
線
宅
課

へ
三
女
は
運
用
課
で
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
内
孫
が
未
だ
な
い
の
が
さ
び
し

い
の
で
す
が
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

四
　
趣
　
　
味

別
に
あ
り
ま
せ
ん
が
第

一
が
魚
釣
、
旅
行
、
四

国
霊
場
巡
拝
等
仕
事
を
止
め
た
ら
歩
い
て
巡
拝
し

た
い
と
張
切

っ
て
い
ま
す
。

五
　
健
康
状
態

毎
日
朝
早
く
か
ら
仕
事
に
出
る
せ
い
か
何
ん
と

か
元
気
で
や
っ
て
居
り
ま
す
。

エハ
　
そ
の
他
希
望
意
見

早
く
物
価
が
安
定
し
て
年
寄
り
が
仕
事
に
出
ず

と
も
食
う
て
行
け
る
よ
う
な
ご
時
世
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

重

　

松

　
郁
　
郎

（松
山
）

五
九
才
　
五
〇
年
退
職

昨
年
五
月
永
い
間
お
世
話
に
な

っ
た
公
社
を
退
職

さ
せ
て
頂
き
、
現
在
は
上
司
の
方
の
お
世
話
に
な

っ

て
施
設
部
で
前
職
に
引
き

つ
づ

い
て
七
月
か
ら
部
外

折
衝
業
務
の
嘱
託
と
し
て
建
設
工
事
の
推
進
の
た
め

少
し
で
も
お
役
に
た
た
せ
て
頂
き
、
永
い
間
お
世
話

に
な

っ
た
公
社
に
対
し
て
万
分
の

一
の
お
礼
が
で
き

れ
ば
と
の
念
願
の
も
と
毎
日
元
気
で
頑
張

っ
て
い
ま

す
。最

近
、
戦
後
二
十
年
間
通
い
な
れ
た

（十
年
間
は

鳴
門
、
松
山
で
勤
務
の
た
め
不
在
）
高
縄
山
の
麓
風

光
明
媚
な
公
害

の
な
い
風
早

の
里

の
生
れ
故
郷

ヘ

τ́

L__恵
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私
達
家
族

一
同
の
悲
願
と
も

い
う

べ
き
、
さ
さ
や
か

な
新
居

の
建
築

の
お
か
げ
を
頂
き
、
北
条

の
地

へ
十

年
振
り
に
帰
り
旧
知

の
方

々
と
な

つ
か
し
く
昔
話

に

花
を
咲
か
せ
て
歓
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
は
、
昔
な

つ
か
し

い
Ｓ
Ｌ
列
車

の
面
影
も
な

く
、
デ

ィ
ゼ

ル
カ
ー
に
ゆ
ら
れ

て
朝
な
夕
な
若

い
人

や
旧
知

の
人
と
楽
し
く
語
ら

い
な
が
ら
松
山

の
地

ヘ

足
を
は

こ
ん
で

い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

お
か
げ
で
、
局

の
人
々
や
周
囲

の
人
達

の
暖

い
い

た
わ
り
を
頂
き
な
が
ら
毎

日
を
元
気
で
楽
し
く
仕
事

に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

年
を
と
る
と
足
腰
か
ら
弱

っ
て
く
る
と
聞

い
て
お

り
ま
す

の
で
北
条

へ
帰

っ
て
か
ら
は
、
松
山
駅
か
ら

局
ま
で
片
道
約
二
十
分
間
を
往
復
と
も
歩

い
て
通
う

こ
と
と
し
て
毎

ロ
テ
ク
テ
ク
と
歩

い
て
い
ま
す
。

こ

の
歩
く

こ
と
は
自
分

の
た
め
で
あ
る
の
で

こ
の
こ
と

は
何
時
ま
で
も

つ
づ
け
て
健
康
で
あ
り
た

い
と
願

い

を
新

に
し
て
い
ま
す
。

テ
ク
テ
ク
と
歩

い
て
み
る
と
元
連
隊
跡

の
堀
端

の

桜

の
花
も
め
で
る

こ
と
も
で
き
、
又
サ
ツ
キ
も
ば

つ

ば

つ
咲
き
は
じ
め

て
い
る
自
然

の
息
吹
き
を
肌
で
感

じ
、
自
然

の
力

の
偉
大
さ
を

つ
く
づ
く
思

い
知
ら
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
も
歩
く

こ
と

の
余
徳
で
あ
る
と
思

い

ま
す
。

生
き

て
い
る
間
は
、
少
し
で
も
世

の
た
め
人
の
た

め
お
役
に
立

つ
人

に
な
り
た

い
と
願

い
を
新

に
し
て

い
ま
す
。

市

　

原
　
　
　
功

（高
松
）

一　

七
十
才
　
昭
和
三
九
年
退
職

一
一　
現
在
の
仕
事

仕
事
と
云
う
よ
り
季
節
労
務
者
と
云

っ
た
方
が

適
当
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
私
の
実
妹

が
菓
子
製
造
販
売
業
を
営
ん
で
い
る
の
で
す
が
家

族
に
病
人
が
あ

（́
た
事
と
常
時
職
人
を
雇
う
こ
と

は
小
企
業
で
は
難
し
く
、
か
と
云

っ
て
忙
し
い
時

だ
け
来
て
く
れ
る
人
は
あ

っ
て
も
仕
事
に
な
ら
ず

結
局
私
が
応
援
す
る
事
と
な

っ
た
。

製
造
は
祝
儀
用
佛
事
用
の
菓
子
鰻
頭
類

一
切
、

春
秋
の
大
安
吉
日
と
も
な
れ
ば
注
文
殺
到
猫
の
手

も
借
り
た
い
始
末
、　
一
日
に
三
笠
を

一
、
三
〇
〇

個
も
私

一
人
で
焼
い
た
こ
と
も
幾
度
か
、
勿
論
徹

夜
仕
事
、
も
う
六
年
選
手
で
今
の
と
こ
ろ
ヘ
ボ
職

人
と
云
う
と
こ
ろ
ぃて
し
ょ
う
。

〓
一　
家
族
状
況

長
男
夫
婦
と
孫
二
人
、
そ
れ
に
妻
と
の
六
人
家

族
、
に
ぎ
や
か
な
毎
日
で
す
。

四
　
趣
　
　
味

本
心
は
や
り
た
く
な
い
老
人
ク
ラ
ブ
、
納
税
貯

蓄
組
合
、
自
治
会
、
防
犯
連
絡
所
等
の
雑
用
に
追

わ
れ
案
外
多
忙
な
た
め
年
に
日
帰
を
含
め
五
、
六

回
の
旅
行
を
た
の
し
む
程
度
。

五
　
健
康
状
態

腰
痛
が
あ
る
が
動
作
に
は
余
り
差
支
え
な
い
。

」（
　
希
望
意
見

後
に
続
く
退
職
者
に
引
続
き
医
療
に
つ
い
て
共

済
組
合
員
の
扱
を
し
て
慾
し
い
。

酒
　

井
　
秀

　
雄

（宇
和
島
）

一　

六
二
才
　
四
七
年
退
職

・
一　
健
康
で
す
。
地
方
に
住
ん
で
い
る
の
で
勤
め
先

は
あ
り
ま
せ
ん
が
そ
れ
で
よ
い
と
思

っ
て
い
ま
す

〓
一　
家
族
状
況

三
人
の
子
供
も
そ
れ
ぞ
れ
成
長
し
、
長
女
は
松

山
で
、
長
男
は
立
川
、
次
男
は
神
戸
で
生
活
し
て

い
て
現
在
は
妻
と
の
二
人
暮
し
、
電
電
公
社
が
社

会
的
に
も
人
気
が
よ
い
の
で
退
職
し
て
も
元
公
社

職
員
で
あ

っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
い
る
。

〓出
　
一謹
　
　
　
」木

在
職
中
は
機
械
屋
の
た
め
、
技
術
革
新
に
追
い

ま
わ
さ
れ
趣
味
ま
で
の
余
裕
も
な
か

っ
た
が
三
年

前
に
公
民
館
主
催
の
楽
焼
講
習
会
に
参
加
し
た
の

が
き

っ
か
け
と
な
り
、
気
の
向
く
ま
ま
に
粘
土
と

遊
ん
で
い
る
。
会
に
入
り
月

一
回
男
女
大
勢
で
焼

い
て
い
る
。

形
を
作
り
素
焼
を
し
、
く
す
り
を
塗

っ
て
本
焼

を
す
る
が
最
後
に
窯
か
ら
火
の
玉
と
な

っ
た
作
品

を
引
出
し
、
そ
れ
が
次
第
に
冷
め
て
本
当
の
姿
を

現
わ
す
そ
の
少
し
の
時
間
に
今
ま
で
の
苦
心
が
報

わ
れ
る
か
ど
う
か
が
決
る
の
で
す
。
楽
焼
は
■
度

と
同
じ
も
の
は
焼
け
な
い
も
の
な
の
で
す
。
抹
茶

茶
碗
に
適
し
、
手
軽
に
で
き
楽
し
い
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
思
い
つ
い
て
み
ま
せ
ん
か
ｃ

五
　
健
康
状
態
と
健
康
方
法

健
康
保
持
の
た
め
歩
く
こ
と
。
又
小
さ
い
親
切

運
動
に
勇
気
を
出
し
て
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
自

分
も
倖
せ
に
な
る
の
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

山
　
内

　

旬

　

一

（松
山
）

七
十
才
　
一二
九
年
退
職

年
と
と
も
に
歳
月
の
す
ぎ
ゆ
き
の
早
さ
が
身
に
泌

み
ま
す
。
退
職
し
て
早
十
二
年
と
は
う
そ
の
よ
う
で

す
。
家
は
二
人
暮
ら
し
で
家
内
は
お
茶
や
お
花
の
友

達
と
の
交
友
に
没
頭
し
て
い
ま
す
。

私
は
囲
碁
を
友
と
し
た
く
四
十

一
年
に
田
碁
道
場

を
は
じ
め
て
こ
の
卜

一
月
で
満
十
年
で
す
。　
一
日
に

十
人
か
ら
二
十
人
ぐ
ら
い
の
人
と
対
局
し
て
た
い
て

い
二
十
局
以
上
う

っ
て
そ
の
中
に
笑
も

ユ
ー
モ
ア
も

十
分
味
わ
え
て
い
ま
す
。

二
年
前
か
ら
動
脈
硬
化
の
お
薬
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
こ
れ
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
も
な
く
日
常
肩
こ
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り
も
訴
え
ず

一
番
多
く
対
局
で
き
る
の
を
友
人
ど
も

が
羨
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

私
の
悩
み
は
不
眠
症
だ

っ
た
の
で
す
が
枕
元
に
囲

碁
誌
や
短
歌
誌
を
置
い
て
こ
れ
が
眠
り
薬
の
役
を
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

生
死
の
こ
と
は
神
ま
か
せ
と
し
な
が
ら
も
病
気
の

場
合
の
こ
と
も
考
え
ぬ
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と

き
に
は
短
歌
が
大
き
い
柱
だ
ろ
う
か
ら
い
ま
す
こ
し

ま
し
な
歌
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
お
も

っ
て

い
ま
す
。

池
の
面
に
浮
き
て
は
く
ぐ
る
鳩
を
数
ふ
吾
は
十

六
君
は
十
八

簿
歌
誌
を
は
じ
め
て
吾
に
貸
し
く
れ
し
野
村
昇

の
墓
に
ぬ
か
づ
く米

　

田
　

　

　

弘

（松
山
）

一
　

五
九
才
　
四
九
年
退
職

一
一　
京
都
生
れ
の
京
都
育
ち
、
終
戦
直
後
四
国
に
渡

り
松
山
を
ふ
り
出
し
に
四
県
を
転
々
と
搬
送
畑
で

生
き
て
き
ま
し
た
。
四
十

一
年
か
ら
六
年
間
は
高

知
県
の
報
話
局
、
最
後
の
二
年
間
は
建
設
部
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
公
社
卒
業
後
は
皆
さ
ん
の

仲
間
入
り
を
さ
し
て
貰
い
、
電
話
機
の
製
造
メ
ー

カ
ー
日
本
通
信
工
業
の
販
売
会
社
に
再
就
職
し
松

山
と
高
松
の
営
業
所
を
ま
か
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
一　
私
の
健
康
法

仕
事
が
通
信
機
器
の
販
賣
と
工
事
で
あ
る
た
め

Ｐ
Ｒ
と
セ
ー
ル
ス
を
兼
ね
て
毎
日
市
内
を
中
心
に

近
郊
ま
で

一
〇
軒
あ
ま
り
訪
問
し
て
い
ま
す
。
行

く
先
々
は
公
社
関
係
は
勿
論
電
話
工
事
業
者

・
建

設
業
者

・
電
気
業
者

・
官
公
庁

。
建
築
設
計
事
務

所

。
一
般
の
商
社
等
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

へ
足
を

の
ば
し
て
い
ま
す
。
就
職
と
同
時
に
バ
イ
ク
の
免

ｙ

許
を
と
り
そ
れ
で
走
り
ま
わ

っ
て
い
る
せ
い
か
飯

が
大
変
お
い
し
く
、
ま
た
よ
く
食
べ
ま
す
。

飲
む
方
は
高
知
県
で
現
職
時
代
に
飲
み
す
ぎ
た

た
め
か
、
又
は
年
の
せ
い
か
あ
ま
り
い
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
昼
一間
よ
く
と
び
ま
わ
る
の
で
夜
は
ぐ

っ
す
り
と
よ
く
眠
る
。
そ
の
た
め
体
重
が
増
え
腹

が
出

っ
ぱ

っ
て
医
者
か
ら
節
食
す
る
よ
う
云
わ
れ

て
い
る
次
第
。

よ
く
働
き
よ
く
眠
り
、
体
重
も
適
当
に
減
ら
し
、

毎
日
元
気
で
今
の
仕
事
を
続
け
て
ゆ
け
ば
六
五
才

く
ら
い
ま
で
は
十
分
や
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
と

に
か
く
人
間
は
元
気
な
間
は
働
く
こ
と
。
こ
れ
が

私
の
信
条
で
あ
り
最
高
の
健
康
法
で
あ
る
。

湊

　

　

　

正
　

男

（阿
南
）

一　

六
〇
才
　
四
七
年
退
職

（関
西
通
信
建
設
徳
島
出
張
所
長
）

一
一　
近
　
　
況

う
い
う
い
し
い
若
葉
の
芽
ぶ
く
季
節
、
自
然
の

い
と
な
み
の
美
し
さ
に
ふ
れ
、
ふ
と
感
銘
を
う
け

る
の
も
老
齢
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
公
社
退
職
と

同
時
に
現
在
の
職
場
に
再
就
職
、
腰
弁
生
活
か
ら

縁
が
き
れ
ず
通
勤
暮
ら
し
の
日
日
を
繰
り
返
し
て

お
り
ま
す
。

四
０
余
年
よ
く
き
た
も
の
だ
と
思

い
ま

丁
こ
複

雑
混
迷
を
深
め
る
世
相
の
中
で
先
輩
同
僚
に
恵
ま

れ
、
ま
ず
ま
ず
の
環
境
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
感
謝
の
気
持
も
チ
ョ
ッ
ピ
リ
。

子
供
の
頃
か
ら
健
康
に
め
ぐ
ま
れ
病
気
ら
し
い

病
気
も
な
く
、
三
〇
年
余
り
以
前
に
痔
の
手
術
を

う
け
て
二
〇
日
余
り
入
院
し
た
以
外
は
医
者
の
お

世
話
に
な

っ
た
こ
と
も
な
く
、
阿
呆
息
災
を

つ
づ

け
て
い
ま
す
。
日
下
気
掛
り
の

一
ツ
は
息
子
の
嫁

取
り
の
件
で
な
ん
だ
か
ん
だ
と
文
句
が
多
く
親
父

の
威
光
も
と
み
に
落
下
、
の
う
の
う
と
チ

ョ
ン
ガ

ー
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
あ
り
困

っ
た
こ

と
で
す
。
今
年
中
に
は
何
と
か
解
決
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
に
孫
の
な
い
の
も
少
し
淋

し
い
思
い
が
し
ま
す
。

生
来
人
様
に
お
話
し
が
で
き
る
よ
う
な
趣
味
も

も
た
ず
無
趣
味
が
趣
味
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
盆
栽

展
、
美
術
展
な
ど

へ
は
よ
く
で
か
け
ま
す
。
丹
精

こ
め
た
作
品
を
み
る
の
は
よ
い
も
の
で
す
。
自
分

で
や

っ
て
み
る
積
極
性
も
な
く
、
ズ
ボ
ラ
な
性
格

に
あ
き
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
さ
ほ
ど
不
満
が

あ
る
の
で
も
な
い
の
で
、
残
さ
れ
た
人
生
を
、
平

平
凡
凡
、
た
だ
の
人
で
暮
ら
し
て
行
き
た
い
も
の

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

木
　

内

　

正

　

一

（徳
島
）

六
三
才
　
四
六
年
退
職

退
職
し
て
か
ら
五
年
、
そ
の
後
の
仕
事
か
ら
も
離

れ
た
昨
今
、
外
の
事
に
ば
か
り
気
を
と
ら
れ
る
こ
と

の
多
か

っ
た
こ
と
に
、
区
切
り
を

つ
け
る
意
味
も
あ

っ
て
昔

（戦
前
）
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
思
い
出
の
深

い
土
地
に
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。

一　

月
が
瀬

（奈
良
）

私
は
梅
の
花
が
子
供
の
頃

か
ら
好
き
で
昭
和
四
年
に
当
地
で
見
た
梅
の
風
情

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

一　

大
山

（愛
知
）
昭
和
九
年
軍
隊
時
代
ニ
ケ
月
こ

の
地
の
民
家
で
過
し
た
頃
の
人
々
と
の
ふ
れ
合
い

や
風
物
が
な

つ
か
し
か

っ
た
。

一　

妙
心
寺

（京
都
）
十
八
才
の
時
た
ま
た
ま
参
拝

し
た
折
あ
る
人
が
小
さ
い
佛
像
を
く
れ
た
。
こ
れ

は
今
で
も
大
切
に
持

っ
て
い
る

（
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留

ニ
ケ
年
の
間
も
肌
身
離
さ
ず
守
り
通
し
た
）

-10-
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）

篠
　
浦
　
辰
正
秋

（松
山
）

一　

六

一
才
　
四
八
年
退
職

一
一　
日
常
生
活

退
職
後
日
本
通
信
建
設
株
式
会
社
松
山
営
業
所

に
勤
務
、
仕
事
を
通
じ
て
電
信
電
話
事
業
の
発
展

に
協
力
出
来
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

お
蔭
で
休
も
健
康
に
恵
ぐ
ま
れ
、
若
い
頃
余
り
飲

め
な
か

っ
た
お
酒
も
年
と
共
に
多
少
た
し
な
め
る

様
に
な
り
今
で
は
会
社
の
同
輩
と
の
付
合
酒
位
は

結
構
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

〓
一　
家
族
状
況

夫
婦
と
子
供
四
人
の
大
家
族
で
し
た
が
そ
れ
ぞ

れ
成
人
し
巣
立

っ
て
行
き
今
は
二
人
だ
け
の
、
の

ん
び
り
し
た
生
活
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
時

々
娘
が
孫
達
を
連
れ
て
賑
や
か
し
に
立
替
り
入
替

り
来
て
く
れ
ま
す
の
で
こ
れ
も
ま
た
楽
し
い
日
々

で
す

四
　
趣
　
　
味

公
社
退
職
後
に
と
思

っ
て
在
職
時
に
錦
松
、
黒

松
の
苗
木
を
買

っ
て
枯
さ
ぬ
様
植
替
の
練
習
を
続

け
て
来
ま
し
た
。
よ
う
や
く
枯
ら
さ
な
い
程
度
に

な
り
こ
れ
か
ら
芽
切
り
枝
造
り
の
勉
強
を
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
去
年
さ

つ
き
の
挿
木
を
し
ま
し
た
。
さ

つ

き
の
先
輩
上
田
敏
春
さ
ん
に
芽
を
載
き
さ
し
て
み

ま
し
た
所
七
、
八
〇
本
若
芽
が
出
て
来
ま
し
た
。

今
年
は
土
養
い
を
勉
強
し
て
鉢
に
あ
げ
た
い
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。

五
　
健
康
状
態

お
蔭
で
至
極
元
気
で
す
。
盆
栽
い
じ
り
や
会
社

の
月

一
回
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
努
め
て
参
加
し

て
親
睦
と
健
康
作
り
の
場
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
畑
地
を
借
り
て
野
菜
づ
く
り
も
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
．
こ
れ
も
私
な
り
の
健
康
法
の

一
つ

と
し
て
休
日
に
は
土
い
じ
り
と
、
戸
外
に
出
て
日

焼
け
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

ひ
な
鳥
の
枝
移
り
し
て
お
の
が
春

植

松

利

秋

喬
松
）

一　

七
〇
才
　
一二
八
年
退
職

一
一　
退
職
後
関
西
通
信
建
設
Ｋ
Ｋ

。
日
本
電
通
工
業

Ｋ
Ｋ
に
再
就
職
し
各
種
建
設
工
事
に
従
事
、
仕
事

の
関
係
上
公
社
に
よ
く
出
入
し
て
出
て
行
く
都
度

公
社
関
係
の
皆
様

に
ご
親
切
に
し
て
貰

っ
た
ご
好

意
を

つ
く
づ
く
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

両
社
を
通
じ
て
約

一
〇
年
間
勤
務
し
四
九
年

一

一
月
に
退
社
し
目
下
家
事
の
手
伝
を
し
な
が
ら
在

職
当
時
の
数
々
の
出
来
ご
と
を
思
い
浮
べ
て
毎
日

を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

〓
一　
妻
　
二
女
　
一二
人
暮
し

四
　
趣
　
　
味
　
　
散
歩

早
朝
に
近
く
を
散
歩
。
歩
く
こ
と
が

一
番
の
運

動
と
心
得
て
健
康
保
持
の
た
め
毎
日
続
け
て
実
行

し
残
る
人
生
を
永
く
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

五
　
健
康
状
態
　
健
康

工（
　
そ

（の
他

年
金
も
毎
年
増
額
さ
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

内

　

原
　
寅

　
士
口

（松
山
）

一
　

五
〇
、
七
、
三

一
退
職
　
五
七
歳

一
一　
四
国
通
信
サ
ー
ビ
ス
Ⅲ
松
山
支
店
勤
務

〓
一　

一
女
二
男
、
息
子
は
高
松
、
西
条
で
そ
れ
ぞ
れ

就
職
し
て
お
り
、
妻
と
娘
の
二
人
ぐ
ら
し
。
就
職

が
す
ん
で
や
れ
や
れ
と
思

っ
た
の
も
束
の
間
、
適

令
期
を
迎
え
て
悩
み
は

つ
き
せ
ず
、　
一
姫
■
太
郎

と
周
囲
か
ら
祝
福
さ
れ
た
頃
が
な

つ
か
し
い
―

と
い
っ
た
心
境
で
す
。
ご
縁
が
あ

っ
た
ら
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
。

四
　
あ
れ
こ
れ
手
を
出
す
の
で
、

『
お
父
さ
ん
は
諺

ど
お
り
じ
ゃ
わ
い
』
と
家
族
か
ら
ひ
や
か
さ
れ
ま

す
。
　
″
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
″
な
ら
良
い

の
で
す
が
、　
″
下
手
の
横
好
き
″
と
は
、
情
な
き

次
第
也
で
す
。
し
ば
ら
く
は
ゴ
ル
フ
だ
け
に
し
ば

ろ
う
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
が
…
…
…
。

五
　
至
極
元
気
で
す
。
寒
暑
に
か
か
わ
ら
ず
ク
ラ
ブ

を
振

っ
て
い
る
イア
」、
そ
れ
に
、
ク．
コ。
と

奮
ァ
茶

を

一
緒
三
烈
じ
た
の
を
毎
日
お
茶
が
わ
り
に
飲
ん

ぃて
い
る
の
も
、
役
に
立

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

原
　
　
　
重
　

雄

（徳
鳥
）

一
　

五
八
才
　
四
八
年
退
職

一
一　
川
之
江
電
報
電
話
局
を
最
後
に
退
職
さ
せ
て
貰

い
徳
島
電
信
電
話
会
館
の
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
勤
め

さ
し
て
頂
い
て
い
る
。

〓
一　
思
う
こ
と
は
子
供
達
と
昔
話
で
も
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
子
供
も
そ
れ
ぞ
れ
成
長
し
、
家
庭
を

も
ち
、
福
島
市
、
松
山
市
、
伯
方
町
に
、
そ
れ
に

私
が
徳
島
市
と
皆
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
の
生
活
、
そ
れ

ぞ
れ
に
孫
は
い
る
が
我
家
に
は
孫
の
手
と
老
妻
の

み
。
間
を
も
て
余
し
、
手
間
の
か
か
る
も
の
と
思

い
、
熱
帯
魚
を
飼

っ
て
い
る
始
末
。

会
館
勤
務
を
終
え
る
と
、
た
だ
何
ん
と
な
く
老

妻
の
待

つ
家
路

へ
と
バ
ス
に
乗
る
。
バ
ス
の
乗
替

に
間
が
あ
る
時
は
、
チ
ョ
ク
チ

ョ
ク
、
パ
チ
ン
コ

■は
り
。希

望
と
し
て
は
、
春
秋
二
回
ぐ
ら
い
は
プ

ロ
ッ

ク
総
会
を
催
し
て
話
し
合

っ
て
見
た
い
。
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松

　
尾
　
寅

　
雄

（松
山
一

一
　

四
十
五
年
退
職

一
一　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
勤
務

三
一　
妻
と
二
人
暮
し

一四
月
末
か
ら
昼
間
だ
け
孫
を

預

っ
て
守
り
を
し
て
い
ま
す
）

四
　
趣
味
は
多
い
方
で
、
庭
木
、
盆
栽
、
気
が
向
け

ば
書
、
絵
、
俳
句
、
パ
チ
ン
コ
、
又
年

一
、
一
一回

の
旅
行
等
々
、
余
暇
が
い
く
ら
で
も
ほ
し
い
程
で

全
く
退
屈
し
て
い
ま
せ
ん
。

い
つ
の
日
か
行

っ
て
見
た
い
と
思

っ
て
い
た
常

夏
の
島
、
グ
ワ
ム
島

へ
去
る
四
月
初
旬
、
三
男
の

お
陰
で
実
現
で
き
嬉
し
か

っ
た
。
ム
ウ
ム
ウ
、
ア

ロ
ハ
の
新
婚
さ
ん
に
ま
じ
り
、
旧
婚
さ
ん
も
又
味

の
あ
る
も
の
　
よ
い
冥
途
の
土
産
と
な
り
ま
し
た
ｃ

空
に
向
く
　
砲
口
錆
び
て
椰
子
の
風

い
く
さ
遠
く
　
砲
骨
南
海
の
空
呪
む

五
　
健
康
状
態
は
良
好
、
毎
日
会
社
ま
で
往
復
卜
六

粁
を
バ
イ
ク
通
勤
、
休
日
も
家
の
中
に
閉
じ
込
も

る
こ
と
な
く
、
無
理
も
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
躯
を

動
か
し
て
い
る
の
で
、
休
重
も
若
い
時
と
変
ら
ず

標
準
並
、
ま
だ
ま
だ
手
足
共
衰
え
て
い
な
い
と
自

信
を
持

っ
て
い
る
積
り
で
す
。

知
人
、
先
輩
が

一
人
減
り
、
二
人
減
り
、
聞
く

た
び
に
淋
し
い
思
い
が
し
ま
す
が
、　
一
方
孫
達
の

成
長
を
楽
し
み
に
、
己
の
老
い
ゆ
く
を
忘
れ
て
い

る
昨
今
で
す
。

新

　

開

　
　

　

勇

（徳
鳥
）

一　

六
二
才
　
四
八
年
退
職

一
一　
家
族
状
況
　
妻
　
長
男
夫
婦
と
孫

三
一　
日
常
生
活

占

い
諺
に
光
陰
は
矢
の
如
し
と
申
し
ま
す
よ
う
に

）

公
社
に
勤
め
さ
し
て
も
ら

っ
て
い
た
時
が

つ
い
数

日
前
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
退
職
し
て
か
ら
早
幾

年
月
が
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
在
職
中

ご
厚
意
に
預
り
ま
し
た
皆
さ
ん
方
が
な

つ
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
只
今
の
と
こ
ろ
ま
あ
平
凡
な

が
ら
何
と
か
無
事
に
過
し
て
お
り
ま
す
。
次
男
と
長

女
が
尼
崎
市

に
住
ん
で
お
り
ま
す

の
で
時
々
小

旅
行
の

つ
も
り
で
訪
問
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
年
を
と
る
に
つ
れ
足
か

ら
ま
ず
弱
く
な
る
よ
う
で
こ
れ
で
は
と
思
い
近
頃

妻
と
毎
朝
散
歩
を
励
行
し
て
お
り
ま
す
が
早
朝
の

散
歩
は
そ
の
日
の
体
調
が
た
い
へ
ん
良
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

四
　
趣
　
　
味
　
盆
栽
、
魚
釣

盆
栽
観
賞
が
好
き
で
盆
栽
い
じ
り
を
趣
味
と
し

て
お
り
ま
す
が
基
本
的
な
こ
と
は
大
体
わ
か

っ
て

き
て
も
な
か
な
か
む

つ
か
し
い
も
の
で
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
魚
釣
り
も
面
白
い

も
の
で
時
折
に
潮
時
を
見
て
出
か
け
ま
す
が
相
手

ま
か
せ
の
こ
と
で
す
か
ら
良
い
漁
の
時
ば
か
り
も

あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
気
分
転
換
に
は
よ
い
も
の
で

す
。
こ
う
し
て
無
事
に
余
生
を
送
ら
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
有
難
く
感
謝
し

つ
つ
こ
れ
か
ら
も
有

意
義
な
日
々
を
送
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

一膝
　
本
　
　
　
勝

（松
山
）

一
　

五
九
才
　
五
〇
年
退
職

一
一　
妻
と
長
女
の
二
人
暮
し

〓
一　
昨
年
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
頂
い
て
は
や

一
年
に

な
り
ま
す
。

交
通
事
故
の
後
遺
症
で
毎
日
の
よ
う
に
首
が
重

く
寒
さ
に
も
弱
く
頭
痛
に
襲
わ
れ
る
日
々
で
し
た

が
そ
れ
も
六
年
た
ち
ま
す
と
幾
分
う
す
ら
い
で
き

ま
し
た
。
現
在
電
信
電
話
工
事
協
会
四
国
支
部
で

手
伝
い
を
さ
せ
て
貰

っ
て
お
り
ま
す
。
公
社
で
の

先
輩
や
同
僚
の
み
な
さ
ん
と
も
親
し
く
お
付
合
い

で
き
る
こ
と
を
有
難
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

趣
味
は
こ
れ
と
云

っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が

日
曜
大
工
が
唯

一
の
趣
味
で
、
廿
余
年
に
な
り
ま

す
が
こ
れ
も
事
故
以
来
根
気
が
な
く
な
り
や
り
か

け
て
も
す
ぐ
疲
れ
て
投
出
す
始
末
で
す
。

折
角
生
命
拾
い
を
し
、
孫
達
の
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
無
上
の
喜
び
と
し
、
そ
の
声
を
電

話
を
通
し
て
き
き
、
た
ま
さ
か
妻
と
共
に
会
い
に

行
く
こ
と
を
楽
し
み
と
し
て
せ
め
て

一
日
で

も
多

く
、
達
者
で
長
生
き
し
た
い
も
の
だ
と
願

っ
て
お

り
ま
す
ｃ

編

集

後

記

年
金
も
幸
い
第
七
七
通
常
国
会
で
満
場

一
致
通

過
成
立
し
七
月
か
ら
増
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
老
人
に
は
こ
た
え
る
極
暑
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
お
互
に
健
康
に
気
を

つ
け
ま
し

よ
う
ｃ

次
の
原
稿
締
切
は
八
月
十
日
と
致
し
ま
す
。
な

つ
か
し
い
消
息
や
趣
味
の
活
動
の
中
で
生
れ
た
作

品
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（玉
川
）

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第

一
五
号

昭
和
五

一
年
七
月

一
日
発
行

編

集

発

行
　
　
　
電
友
会
四
国
連
合
会

事
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